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 時間と空間の分離を超える意識
─　臨死体験に関する一考察　―

斎　藤　忠　資　　

　通常の物質世界では、我々は時間と空間によって制約されている。時間は

過去・現在・未来に分離され、我々は過去と未来に行くことは出来ない。ま

た空間は距離によって分離されているので、ここにいると同時に別の場所に

いることは出来ない。しかし量子の世界には時間と空間による分離が存在し

ないことが現代物理学によって確証されている。一方臨死体験でも、この世

界の時間と空間の制約から解放された自由な世界を垣間見たという体験例が

報告されている。そこで時間と空間の分離を超える意識という視点から、両

者の関連を考察してみたい。

Ⅰ　現代物理学における非局所的連関と無時間性

　J.Bellの定理に関しては、A.Aspect等の実験とN.Gisin等の実験によって、

一度相互作用した二つの電子のスピンは、どんなに遠く離れていても、一方

の電子のスピンを定めると、同時にまたいかなる情報やエネルギーの伝達も

なしに、他方の電子のスピンがその反対方向に定まることが実証された。１）

R.NadauとM.Kafatosによれば、J.A.Wheelerが考案した遅延選択実験の成功

によって、過去・現在・未来という時間の分割のない無時間性の世界の存在

が確証された。２） ここで注意しなければならないのは、非局所性と超光速

とは別であるという点である。分離した二つの電子は依然として一つのコ

ヒーレント状態にとどまっていて、絡み合って相互に連関にあった状態にあ

る。３） このことは、時間と空間に制約された通常の世界の背後に、過去・現
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在・未来という時間の分割のない無時間性の世界と空間の距離による分離と

いうものがない非局所的連関の世界が存在することを示唆している。宇宙の

根源は時間と空間を超えた所にあるが、その根源が時間と空間の枠内に局所

化した通常の物質界の出来事を生成しているのである。時間と空間の制約を

超えた根源的な世界の科学的モデルの内、代表的なものを挙げてみよう。

　D.BohmとK.Pribramが唱える宇宙と脳のホログラフィックモデルでは、

ホログラムは周波数領域であり、すべての事象が他のすべての事象に包み込

まれて不可分の仕方で全体が相互に連関しているので、時間と空間の枠組み

がない。４）

　D.Bohmの主張する「はじき出された秩序」には、時間と空間の分離がみ

られるが、「包み込まれた秩序」には時間と空間の制約がない。神秘体験は、

「包み込まれた秩序」を垣間見た体験であり５）、臨死体験は「はじき出され

た秩序」から「包み込まれた秩序」へと移行する出来事と解釈できよう。

M.-W.Hoによれば、量子コヒーレンス状態では時間の分離（過去・現在・未

来）と空間の分離（距離）は生じない。６） 生体は時間と空間を超えたコヒー

レンス活動の量子的重なり合い（共存）であって７） 生体ではどの部分も全

体と時間と空間を超えて非局所的に、かつ同時に互いに連関し合いすべての

部分も全体として一つに統合されているので、非局所的かつ同時的相互コ

ミュニケーションが可能であり、どの部分の反応に対しても全体として非局

所的にかつ同時的に反応することが出来るとしている。８）

　R.Dutheilは、超光速界では時間は空間化され、時間が流れることはなく、

すべての事象が同時に生じるので、過去・現在・未来に同時にアクセスする

ことが出来、過去・現在・未来の制約はないという。９）

　D.E.Watsonは、４次元時空連続体では量子コヒーレンスが支配しているの

で、時間と空間の分離が存在しないが、波動関数の収縮によって脱コヒーレ

ンスになり、時間と空間の分離のある３次元空間に移行するとみている。10）

　D.Bessingerによれば、４次元時空連続をその一部として包括するような

非局所的な多次元連続体を“nuocontinuum”と名付け、これが量子のPotentia
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の領域であり、時間と空間の制約がない世界であると主張している。11）

　P.M.H.Atwaterは、真の根源的な実在には時間と空間はなく、その真の実

在の波動から時間と空間が生まれ、振動は時間を、波長は空間を生み出し、

振動数が変われば、時間と空間も変化し、包み込まれた周波数が変われば時

間と空間も変化し、包み込まれた周波数帯域に共振すれば未来の記憶も可能

となると解している。12） プランク定数以下の領域には、通常の時間と空間

は存在しないと考えられている。時間はないということは、時が流れること

はないと言うことである。時間の流れはエントロピーと関係しているから、

時間がないということは、エントロピーがないということであり、エントロ

ピーがないということは、老化や死がないと言うことを意味している。どの

形態も空間を必要としている。従って空間がないと言うことは、形態がない

ということである。時間がないと言うことは、過去・現在・未来という分離

がなく、現在だけがあって時間が流れないので、現在は永遠ということであ

る。（永遠の現在）。13）

Ⅱ　時空を超えた意識

　Ⅰでは時間と空間を超えた非局所的な世界について述べたが、次に時空の

制約を超えた意識の非局所的性質が問題になる。肉体は時間と空間に制約さ

れているが、意識は時間と空間のバリアを超えて、過去と未来の事を考え、

遠く離れたものを考えることが出来る。

　H.Margenauによれば、物質の基本的構成要素には性格の同一性が存在し、

また素粒子レベルでは異なるontaは統合されて全一性（Oneness)を形成する

と同時に個体性を保持する。14）そしてこの事実はUniversal Mind(One Mind)

の存在を示唆している。このUniversal Mindには時間と空間はなく、すべて

の時間と空間を包含している。15）Universal Mindには時間の制約はないので

記憶の必要はない。16）人間一人一人のmindは本来Universal Mindなのだが

（非局所的）、実際には①タイムスリット②個という壁③量子力学の確率論的
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な壁という肉体的制約を負わされている。17） しかし人間の個人のmindは最

終的にはUniversal Mindと合一する。18）

　C,J.S.Charkeによれば、Mindは量子の世界と同様に本質的に非局所的であ

り、Mindが発生する源である量子の世界には時間も空間もない。量子の世

界が基本であり、ニュートンの世界はその特別なケースであって、分析の

様々の方法は波動関数を問う問の様々なシェーマに他ならない。宇宙内の

各々の状況では問のシェーマの一つが選択されることによって、非局所性は

崩壊して時間と空間が発生する。非局所的なMindは局所的な物質と相互作

用することによって知覚が生じ、空間的なアスペクトが生まれる

（consciousnessの生成)。19）

　R.Sheldrakeによれば、形態場は形態共鳴によって時間と空間をこえて非

局所的な作用を及ぼし，不可視の相互連結を形成している。メンタル場も形

態場の一つとして、そのような時間と空間の制約をこえた非局所的な場を、

例えば体外離脱の例にみられるように脳と身体をこえて形成している。20）

　R.Dutheilによれば超光速界には時間と空間の制約を超えた超光速意識が

存在し、通常の物質界の意識もタキオンで構成されているので、肉体（物

質）の制約内ではあるが時間と空間の制約を超えて思考したり想像したりで

きる特性を備えている。21） D.Rakovicは、R.Penroseと同様に波動関数の世

界は様々な時空幾何学が重なり合っている状態であるが、量子重力によって

プランク定数のレベルで様々な時空へと分割すると考えてる。その際ワーム

ホールが生じて、離れた時間と空間にトンネルを作るので、意識は時間と空

間をトンネリングができ、時空を超えることができるという。これが臨死体

験にみられるトンネル現象である。また重力によって生じる波動関数の収縮

は、粒子のワームホールを開閉して続けることによって、非局所的意識と個

人の意識とに関係してる。非局所的な意識は個人の意識すべての複合状態な

ので、個人の意識の変化は、非局所的な意識の状態に影響を及ぼすとみてい

る。22）

　M.Germineによれば、量子の波動関数の崩壊は普遍的なメンタルプロセス
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であり、普遍的な波動関数においてはmindの非局所性が存在するとして、

One Mindモデルを提唱している。23）

　すでにIで紹介したD.E.Watsonは、非局所的mindが４次元時空連続界で

は非局所性と無時間性を備えていて（量子コヒーレンス状態）、肉体（物質）

から独立しているが、３次元空間では時間と空間の分離状態（脱コヒーレン

ス）にあると主張している。コヒーレンスとは自己の部分集合が４次元時空

連続界の自己と結合する能力のことで、こうして自己は時間と空間の制約か

ら解放される。従って心身問題は二元論ではなく、二元的知覚であり、臨死

体験は三次元空間から四次元時空連続界への移行現象であって、遠隔透視・

予知・テレパシーが可能となると解している。24）

　同様に Iで言及したD.Bessingerは、非局所的に普遍的な仕方で統合され

た量子意識が、脳のマイクロチューブルと結合水に生成されるボーズ・アイ

ンシュタイン凝集体によって発生するとみている。25）

　離れた人間同志の間に非局所的な仕方で相関し合った意識の反応があるこ

とが、すでに実験によって実証されている。26）この点は臨死体験の場合で

は、言葉なしに時間を要せずに互いの思いが通じあえたといわれていること

と関連していよう。臨死体験は時間と空間によって制約された物質状態から

時間と空間の分離のない状態への変容であって、別の場所への移行ではない

可能性がある。

Ⅲ　時間と空間の制約を超えた臨死体験の事例

A　　時間と空間の制約を超える

　肉体から離脱した非局所的な意識は、物質界の時間と空間の分離から解放

され相互に結合し合って、全体として一つの統合体を形成している世界に移

行するので、時間の分離（過去・現在・未来）と空間の分離（距離）という

ものがない。臨死体験者の中には、どの場所にもまたどの時代にも行きた
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いとと思うだけで瞬時に行けたと述べている人が多数いる。典型的な例をい

くつか紹介してみよう。

　体外離脱体験者のW.Buhlman によれば、時間と空間と形態があるのは物

質界のことで、体外離脱後の非物質界には、時間も空間も形態も存在しな

い。27）木内鶴彦は臨死体験をしたとき、“膨大な意識”と一体になっつた。

「この“膨大な意識”は我々のいる時空を完全に超越した世界にあり、我々

の住んでいるこの宇宙と、そのメカニズムもこの意識によって作り上げられ

コントロールされているかのように感じられた。そのため時間や空間と関係

なく、この宇宙のいかなる時代や場所を想像したときでも、その場所を脳裏

に映像として浮かび上がらせるが、意識だけの世界では、ある場所、ある時

を思うと映像が浮かび上がるだけではなく、実際にその場所に瞬時に移動し

て見聞することができるのだ。」28）さらに「（体外離脱後は）いずれにして

も空間を自由に飛び越えられるようで、身体は病室にいながら、行きたいと

ころを強く思うと別の場所へ瞬時に移り変われるのである。つまり私の意識

は空間や時間など関係なく移動することができるということになり、これは

なかなか面白い現象だなと思えるのであった。」29）「瞬時にして場所を移動

できたり、さらに時間を飛び越えたり、時間と空間を自由自在に行き来でき

ることに、私は強い興味をもった。」30）と記している。

　別の例では「その時時間と空間はなかった。“あそこ”は私が“ここ”と

思った瞬間“ここ”になった。“ここ”とか“あそこ”というのは、私とい

う存在がその瞬間に定義する尺度にすぎない。」といわれている。31）この例

は時間と空間が人間の主観的な定義にすぎないことを示している。別の臨死

体験者は「Being は永遠の今と分離していない。他のすべてのbeingsの命と

分離していない。そこでは時間と空間の妨害はない。」32）と述べている。こ

の例はBeingの世界には時間と空間の分離がないこと示している。「（臨死体

験の）光の世界には時間と場所はなかった。」33）「私は欲する所にどこにで

も行けた。限界はなく自由であった。通常とは異なるtimeless timeとspaceless

spaceがあった。」34）この「時間なき時間」と「空間なき空間」と言った表
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現は重要である。臨死体験が、垣間見た光の世界にも時間と空間はあるが、

それは分離（過去・現在・未来と距離）を意味しないものであると言うこと

である。「時間もなく、人々の間の隔たりもなかった。」35）  臨死体験者

B.Brodsky は、死とは時間と空間のバリアを突破することだと言って

いる。36）

　G.Rodonaiaは、三日間も死体安置所に放置されていたが、その間に「ロン

ドンやモスクワを訪ねた。どこでも即座に行くことができた。本当にそこに

行った。・・・望めば叶えられた。思えば実現した。私はイエスや弟子たち

の心の中に入った。彼らの会話を聞き、食事をし、ワインを飲み、匂いをか

ぎ、味わった。・・・私はローマ帝国、バビロン、ノアやアブラハムの時代

を訪ねた。どの時代へも行けるのです。」G.Rodonaiaは私たちの時間と空間

から解放され、何でもできると感じた。同時にあらゆる場所に出現できる多

次元同時性により短時間で千年分の経験ができた。数百年前に亡くなった親

族の中にさかのぼり、まるで彼らと一つになったかの様だったと述べてい

る。37）

B　　無時間性

　肉体から離脱した非局所的意識は、過去と現在と未来という時間のバリア

はなく、過去と現在と未来が不可分の仕方で統合されているので、そこには

永遠の現在しかなく、時は流れず、誕生・成長・老化・死ということもな

い。38） すでに考察したように、臨死体験者は過去にも未来にも自由に行く

ことができたと言われている。

　それ以外の臨死体験の代表的な例をいくつか挙げてみよう．最初にC.Jung

は自分の臨死体験について次ように述べている。「・・・私にとってこの経

験は、現在・過去・未来が一つであるような無時間状態のエクスタシーとし

か言いようがない。時間の中で生起したものがすべて、その状態では具体的

な全体性へと集中して一つに統合される。時間の中に区分されることもなけ
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れば、時間概念で測られうるものもない。・・・人は言い表し得ない全体の

中に織り込まれ、しかも全く客観的にその全体を観察する。」39）

　別の臨死体験者は「あのもう一つの次元へ行った時には時間の感覚がな

かったこと・・・時間を超越してあれだけ多くの知識が体験できたと言うこ

と・・・愛と光が私の知りうる限りのことを、それもこの世の生活に戻って

来られる内に教えてくれている間時間は止まったかの様でした。」40）

と言っている。

　高木義之は、臨死体験の時の状態を次の様に記している。「過去・現在・

未来はなく、すべてが現在である。つまり過去・現在・未来は一つにつな

がったものである。例えるならば、マンダラの絵のようなもの。過去・現

在・未来は同時にすべてを認識することが出来る。」41）「ここには過去・現

在・未来という時間の流れもない。例えるならば、すべて現在である。時間

は意識の中に認識としてだけ存在する。光の世界はゼロ次元である。ゼロ次

元というのは空間も時間もないという意味である。光の世界には何もない。

あるのは意識だけである。」42）

　その他の例を挙げてみよう。「（臨死体験で垣間見た世界では）時間は止

まっていた。意識は線形的時間を超えた次元で存続していた。そこでは過去

と現在と未来が一つになって永遠の現在となっていた。永遠が現在となり、

今は決して終わることはない。」43）「光に包まれると我々の知っているよう

な時間は存在しなかった。過去・現在・未来は解けて一つの瞬間になってい

た。」44）「時間は止まっていた。過去・現在・未来は時間のない生命の統合

の中で一つになっていた。」45）「現在・過去・未来が一つであるような同時

状態のエクスタシーとしてこの体験を表現できる。」46）「線的な時間の枠組

みはなかった。すべての事が一度に生じる。しかし何の混乱も生じない。時

間の経過は霊的な覚醒のレベルに達することはない。」47）「光の世界とトン

ネルには、時間はなかった。」48）
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C　　非局所性とテレポーテーション

　肉体から離脱した意識は、物質界の時間と空間の分離から解放されるの

で、時間と空間の分離といったものはなくなり、相互に結合しあって全体と

して一つの統合体を形成している世界に移行する。従って空間的には視覚を

妨げるものはないので、完全視覚（具体的には遠隔透視・内部透視49）・360

度完全視野50）と、距離というものがないので、テレポーテーションが可能

となる。時間も全体として一つに統合されているので、未来と過去を知るこ

とができる。未来と過去を知ることは時間上の完全視覚（透視）と解するこ

とができる。51）　未来と過去を実際に体験したとすれば、それは時間上のテ

レポーテーションということになる。いずれにしても透視の場合には超感覚

的な知覚が問題になっているのに対して、テレポーテーションの場合には単

に超感覚的な知覚だけではなく、空間上の移動が問題になっている。

　現代物理学でも、光子の量子力学的状態を変えずに、別の場所に伝送する

実験に成功している。52）量子は、時間と距離に関係なしにジャンプする。53）

　量子ジャンプでは量子が異なる二つの地点間を通過することなしに、A地

点で消えると時間の経過なしにB地点に出現する点からみると、テレポー

テーションでは量子ジャンプが問題になっている可能性がある。この場合に

は移動する二点間のプロセスは一切問題にならない。体外離脱した非局所的

意識が異なる場所に瞬間移動したとすればテレポーテーションであり、移動

しなければ遠隔透視であるが、臨死体験の事例の場合その点が明確でない

ケースが多いので、テレポーテーションと遠隔透視を区別することは実際に

は困難である。54）　臨死体験者が垣間見た世界でも体験者は明らかに空間上

の瞬間移動を体験しているが、その空間には距離による分離はなく“距離の

ない空間”なのである。

　いずれの場合でもすでに考察したように体外離脱した非局所的な意識は、

通常の五感では直接知り得ず想像もできないような特異な情報を正確に入手

している例が多数ある。55）さらにたとえば地上では一度もみたことのない
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死んだ親族と出会って、その人が誰なのかがわかったり、臨死体験者本人に

は知らせないでいたにもかかわらず、知人が突然死んだことを臨死体験中に

わかってしまったり56）、まだ生まれていない自分の将来の子供と臨死体験

中に出会うといった通常の感覚では知り得ない情報を入手している例が報告

されている。また臨死体験では本人の過去と未来の姿が瞬時に映し出される

（life  reviewと life preview )という例が多数みられる。57）これらは非局所的

な意識の知覚が時間と空間の制約を超えていることを示している。

D　　すべてがいつでもどこでも同時に

　肉体から離脱後の臨死体験の世界は、個は存続するがすべてのものが相互

に連関し合って、不可分の仕方で全体として一つの統合体を形成しているの

で、時間と空間の分離というものがない。時間と空間の分離がないと言うこ

とは、すべての事象がどこでも又いつでも同時に存在するということであ

る。K.Ringは臨死体験の世界の特徴の一つとして「宇宙は同じ織物から織

られている一つの壮大なもので、時間と空間は幻想であり、時間と空間の外

ではすべては同時に現存している」ことを挙げている。58） 臨死体験の典型

的な例をいくつか挙げてみよう。

　「過去・現在・未来の宇宙全体が一つのセンターに収れんし、一つの不

可分の全体をなしていた。すべてはこのセンターに依存しており、このセン

ター自体は不変であった。それは純粋意識の光であり、それがすべてのもの

を照らしていた。すべてのものがすべての中にあり、それは万物を含む

nothingであり、a thingではなかった。」59） この事例は宇宙のすべてを収れ

んするセンターがあり、それは純粋意識の光であり、a thingではなくnothing

であると述べており、非常に重要である。

　D.Morrisseyは「体外離脱体験は、過去と現在と未来の境界がないことを

示している。すべては時間上の制約なしにある場所に即座に示される」と証

言している。60） 別の例では「・・・すべてのある時点で、そこにあった。一
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度にすべてがそこにあった」と言われている。61） W.Buhlmanも体外離脱後

の世界ではすべてのものがここに今存在していると言っている。62）臨死体

験ではないが、超自然的な光照体験をしたN.Clarkeは、「光と共に天井を抜

けて上空へ上がって行った。目の前に広がる多次元の宇宙に驚異を感じた。

少なくとも10次元はあるようだった。時間と空間は存在しなかった。何も

かもが同時に起きた。・・・光は内的宇宙と外的宇宙の無限のエネルギーが

集約したもの」と述べている。63） 臨死体験によくみられる全生涯の展望（過

去の回顧と未来の姿）も体験者本人の全生涯が時間と空間の制約を超えて、

一度に示される例である。

結論

　以上によって考察を終えたので、最後に結論をまとめてみょう。

１）現代物理学の量子力学の分野では、ペアの電子の非局所性と無時間性が

実証されている。ペアの電子は、遠く離れていても何ら時間を要せずに相互

に連関し合っている。このことは物質の世界の根源には、時間と空間の分離

のない世界があることを示唆していよう。過去・現在・未来という時間の分

離がないということは、現在しかなく今が永遠であるということである。又

時間が流れないと言うことは、誕生・成長・老化・死というものがなく、エ

ントロピーの増加もないということである。さらにどの固定した形態も空間

を必要としているので、空間の分離（距離）がないということは固定した形

態も存在しないということである。固定した形態がないということは、臨死

体験の世界がホログラフィック宇宙であることと関連している。

２）意識は肉体という物質界の制約を受けているが、本来時間と空間の制約

を超えて思考したり想像したりできる特格を備えている。これは意識が何ら

かの仕方で、時間と空間の分離を超えた量子の世界と関連していることを示

唆している。個人の意識は普遍的な宇宙意識を何らかの仕方で反映している

可能性があろう。肉体を離脱して、意識のみが臨死体験の世界に移行するの
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は、このことと関連していよう。

３）肉体（物質）から離脱すると、意識の非局所性は明確になる。臨死体験

の事例は、そのような非局所的な意識が物質界の時間と空間の制約から解放

されていることを示している。非局所的な意識には、時間と空間の分離がな

いので、完全視覚（遠隔透視・内部透視・360度完全視野・予知など）とテ

レポーテーションが可能となる。また臨死体験者が垣間見た世界では、時間

と空間による分離がないので、すべてのことがいつでもどこでも同時に存在

し出来事になることが可能である。

４）臨死体験者が意志の自由を感じるのは、物質界の時間と空間の制約から

解放されるためである。時間と空間の分離がないということは、因果律がな

いということである。時間の流れがないのであれば、記憶の必要もない。　

また距離による隔たりがないということは、すべての物体を素通りし、テレ

ポートすることが可能である。臨死体験の例には、テレポーテーションが多

数みられるが、テレポーテーションは空間を前提しているから、空間は存在

するが、空間の分離（距離による隔たり）は存在しない。臨死体験の世界に

も出来事の順序というものはある（たとえば人生回顧のシーンで）。しかし

時間による分離というものはない。
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